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１ 健康づくり事業関係 

（１） 「健康上十三 21（第 2 次）」の推進について 

 上十三地域においては、「健康日本 21」「健康あおもり 21」を受け、早世の減少と健康

寿命の延伸を目標に、「栄養・食生活」「こころの健康づくり」「たばこ」「アルコール」に

重点をおいた「健康上十三 21」を策定し、平成 14 年度より推進してきた。計画最終年の

平成 24 年度に行った最終評価では、全体の 51％が目標達成、改善傾向となっている中、

こころの健康づくりに課題が残っていた。 

 「健康上十三 21（第 2 次）」では、第 1 次計画の最終評価と当地域の課題を踏まえ、「自

殺予防」の推進と「喫煙防止」「肥満予防」を柱とした生活習慣病予防対策を推進するこ

ととした。 

 平成 30 年度は、過去 5 年間の取り組みを中間評価し、62 指標のうち全体の 51.6％が目

標達成、改善傾向であったが、ほぼ半数が目標達成には届かない状況となった。達成して

いない指標に関しては、最終評価時に達成できるようにするとともに、今後は糖尿病対策

を推進するための 2 指標を追加した 22 項目 64 指標をもとに最終評価に向けて「健康上

十三 21（第 2 次）改訂版に基づいて取り組んでいく。 

 

（２） 「市町村健康づくり計画」の推進について 

 各市町村健康づくり推進協議会や研修会、会議等を通して市町村計画への支援を行った。 

 

（３） 各市町村健康づくり推進協議会等への参加 

 全市町村の健康づくり推進協議会等の委員として保健所長が委嘱され、担当職員等と共

に各市町村の推進協議会等へ出席し、市町村の健康課題及び対策について把握し、保健活

動の推進に向け支援を行った。 

市町村名 期 日 会 議 名 出 席 者 

十和田市 

平成 30 年 10 月 19 日 こころの健康づくり部会 精神保健担当者 

平成 30 年 10 月 18 日 母子保健部会 地区担当者 

平成 30 年 10 月 29 日 生涯健康づくり推進協議会 保健所長、健康増進課長 

三 沢 市 
平成 30 年 10 月 31 日 健康推進対策協議会 健康増進課長、業務担当者 

平成 31 月 3 月 8 日 健康推進対策協議会 保健所長、地区担当者 

野辺地町  
平成 30 年 5 月 28 日 健康づくり推進協議会 保健所長、地区担当者 

平成 30 年 11 月 13 日 健康づくり推進協議会 次長、地区担当者 

七 戸 町 平成 31 年 2 月 20 日 健康づくり推進協議会 保健所長、地区担当者 

六 戸 町 
平成 30 年 7 月 10 日 健康づくり推進協議会 保健所長、地区担当者 

平成 31 年 3 月 14 日 健康づくり推進協議会 保健所長、地区担当者 

横 浜 町 
平成 30 年 6 月 28 日 健康づくり推進協議会 保健所長、地区担当者 

平成 31 年 2 月 25 日 健康づくり推進協議会 保健所長、地区担当者 

東 北 町 平成 30 年 10 月 2 日 健康づくり推進協議会 次長、地区担当者 

六ヶ所村  
平成 30 年 12 月 6 日 健康づくり推進協議会 保健所長、業務担当者 

平成 31 年 2 月 14 日 健康づくり推進協議会 保健所長、業務担当者 
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（４） 喫煙防止対策の推進について 

 喫煙は、肺がんや虚血性心疾患、慢性閉塞性肺疾患など多くの疾患の危険因子であり、

また、喫煙者だけでなく、周囲の非喫煙者にも健康被害を及ぼすことから、喫煙対策は生

活習慣病を防止する上で重要な課題である。 

 そこで、「健康上十三２１（第２次）」で重点的取り組みに位置付けている喫煙防止につ

いて、受動喫煙防止対策を推進するための研修会、喫煙による健康障害に対する予防意識

の普及啓発及び空気クリーン施設等制度の登録を推進した。  

 

ア 健康教育 

 各種研修会等において普及啓発、情報提供を行った。 

日時 場所 内容 講師名 
対象者 

参加人数 

平成 30年 

5月 29日 

十和田富士

屋ホテル 

①喫煙防止・受動喫煙防止につ

いて 

②県内市町村における受動喫煙

対策の現状や、県で実施してい

る喫煙対策事業について 

上十三保健所 

健康増進課 

技師 田中良佳 

十和田食品衛生

協会 

協会員１３名 

平成 30年 

11月 1日 

横浜中学校 喫煙防止について 上十三保健所 

健康増進課 

技師 工藤梓 

生徒３０名、教

職員５名 

平成 31年 

1月 22日 

十和田消防

署 

喫煙防止・受動喫煙防止につい

て 

上十三保健所 

健康増進課 

技師 工藤梓 

十和田消防署職

員５０名 

イ 普及啓発（広報活動） 

日時 場所 テーマ・内容 
対象者 

人数 

平成 30 年 

5 月 31 日 

上十三保健所、  

十和田合同庁舎、

七戸庁舎  

世界禁煙デーに関するポ

スターを掲示。  

各庁舎職員、来庁者  

平成 30 年 

5 月 31 日 

上十三保健所、  

十和田合同庁舎、

七戸庁舎  

受動喫煙防止、禁煙、空気

クリーン施設等に関したパ

ンフレットをメール送信。  

上北地域県民局職員  

平成 30 年 

5 月 31 日 

～6 月 5 日 

十和田合同庁舎  世界禁煙デー、禁煙週間の

周知及び受動喫煙防止に関

する管内アナウンスを実施

（１日２回）。  

各庁舎職員、来庁者  

平成 30 年 

6 月 9 日 

親 と 子 の よ い 歯

の コ ン ク ー ル 会

場（イオンスーパ

ー セ ン タ ー 十 和

田店）  

オリジナルリーフレット

を挟んだポケットティッシ

ュを配布（受動喫煙防止の普

及啓発）。  

 

親と子のよい歯のコン

クール参加者及び、来場

者１５０名  
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通年  十 和 田 食 品 衛 生

協 会 総 会 、 飲 食

店、給食施設  

十和田食品衛生協会総会、青

森のおいしい健康応援店認

定事業 PR 時及び給食施設

巡回時に空気クリーン施設

認定事業の PR を実施。  

①十和田食品衛生協会

総会協会員１３名  

②飲食店及び給食施設

８件  

 

ウ 『空気クリーン施設（受動喫煙防止対策実施施設）』・『空気クリーン車（受動喫煙防

止対策実施車両）』推進事業 

 平成１５年５月 1 日から施行された健康増進法において、受動喫煙による健康への悪影

響を排除するために、多数の者が利用する施設管理者は、受動喫煙防止する措置を講ずる

よう努めなければならない旨が規定された。 

 このことから、施設管理者及び飲食店経営者等に対し、禁煙の措置を講ずるよう支援し、

住民の良好な健康づくりのための環境整備に資することを目的に「空気クリーン施設」の

登録を促進した。また、平成２９年度から本庁が実施している青森県健康経営認定制度に

より標記事業が促進されている。 

 

空気クリーン施設  施設種別・市町村別登録状況    （平成３１年３月末） 

＊施設種別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計 

十和田市 12 10 44 42 17 0 34 0 25 1 4 37 226 

三 沢 市 7 4 10 21 9 3 23 0 5 1 5 16 104 

野辺地町 2 5 12 15 3 5 6 0 2 0 1 13 64 

七 戸 町 6 7 15 13 4 7 13 0 2 0 9 0 76 

六 戸 町 3 3 15 6 1 4 3 0 3 0 2 1 41 

横 浜 町 2 5 5 4 0 1 1 0 3 0 1 0 22 

東 北 町 5 0 14 4 3 0 4 0 1 0 2 1 34 

六ヶ所村 1 0 15 2 1 0 18 0 1 0 0 5 43 

合  計 38 34 130 107 38 20 102 0 42 2 24 73 610 

 

＊施設種別：１官公庁 ２文化施設 ３教育・保育施設 ４医療施設 ５福祉・介護施設 ６体育施設 ７事業所 

８公共交通機関 ９飲食店 １０宿泊施設 １１その他施設 １２タクシー等の車輌 

＊喫煙対策推進事業実施要綱が平成２０年度に改正になり「空気クリーン施設」の条件は、

禁煙のみとなった（分煙は認めず）。 

＊青森県のタクシーは、平成２２年７月１日から全面禁煙となった。  
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（５） 糖尿病対策の推進について 

糖尿病の早期発見、早期治療、発症予防、また、重症化予防の推進と、県民の健康意識

向上を目的として、圏域の糖尿病に関する実態の把握と市町村の糖尿病性腎症重症化予防

プログラム作成に向けた支援等を行った。 

ア 糖尿病性腎症による新規透析導入患者のデータ収集（平成３０年度から通年） 

イ 市町村の糖尿病性腎症重症化予防プログラム作成に向けた支援（通年） 

ウ 上十三保健所管内糖尿病対策研修会開催 

日時 場所 内容 
対象者 

人数 

平成 31 年 

1 月 28 日 

JA十和田 

おいらせ 

農業協同 

組合本店 

・活動報告 

十和田市の糖尿病対策の取り組みについて 

十和田市健康増進課 主任保健師 気田多香子 

十和田市国民健康保険課 課長補佐 下田智子 

・情報提供 

 保険者努力支援制度について 

青森県高齢福祉保険課  主幹  鈴木雄一郎 

・情報交換                                     

各市町村における糖尿病対策の現状と課題 

市町村職員（健康づく

り、国保担当者）２９

名、高齢福祉保険課１

名、事務局 ５名 

計３５名 

 

 

（６） 保健協力員の育成 

 保健協力員が活動に関する学習と情報交換を行い、活動を活性化するとともに、健康づ

くりの推進に役立てることを目的に研修会、役員会を実施した。 

 

ア 上十三保健所管内保健協力員連絡会役員会 

回数 期 日 場 所 内   容 参加者数 

１ 
平成 30年 

7月 2日 
上十三保健所 

・平成２９年度事業実施状況及び収支決算報告に

ついて 

・平成３０年度事業計画について（事業計画及び

予算） 

・平成３０年度合同研修会について 

・その他 

保健協力員 ６名 

市町村職員 ８名 

保健所職員 ３名 

２ 
平成 31年 

3月 12日 
上十三保健所 

・平成３０年度事業実施状況について（事業実施

状況、予算の執行状況） 

・平成３１年度事業計画について 

・その他 

・情報提供：「保険者別特定健診結果について」 

     上十三保健所健康増進課 

     技師 佐藤正枝 

保健協力員 ８名 

市町村職員 ８名 

保健所職員 ２名 
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イ 上十三保健所管内保健協力員連絡会総会及び研修会 

期 日 場 所 内   容 参加者数 

平成 30年 

8月 29日 

六ケ所村 

文化交流プラザスワニ

ー 

・講演 テーマ：「生きるを伝える～生き

てるだけで価値がある～」 

講師：シンガーソングライター 

松田 陽子 氏 

・報告  平成２９年度事業報告及び平成

３０年度事業計画について 

・グループワーク演習 

 テーマ「自殺予防対策について」 

 

※六ケ所村自殺予防対策講演会と併催 

管内保健協力員 

 １２６名 

市町村事務局等 

     １９名 

保健所事務局等 

      ４名 

 

計 １４９名 

 

ウ 管内市町村保健協力員数         （平成３０年４月１日現在） 

市町村名 保健協力員数 市町村名 保健協力員数 

十 和 田 市 ２０５ 六 戸 町 ７９ 

三 沢 市 １１２ 横 浜 町 ６２ 

野 辺 地 町 ９３ 東 北 町 １６８ 

七 戸 町 １７８ 六 ヶ 所 村 ６１ 

 計 ９５８名 
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２ 母子保健事業関係 

 

（１） 療育相談（肢体不自由児等） 

 発育・発達に心配のある児童及び未熟児等を対象に整形外科専門医による相談を保健所

内で年１２回実施した。                  （平成３０年度） 

市 町 村 名  相談人員 
再 掲 

要治療 治療不要 経過観察 

十 和 田 市  30 (11) 1 (1) 2 (1) 27 (9) 

三 沢 市 16 (1) 2 (0) 0 (0) 14 (1) 

野 辺 地 町  1 (1) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 

七 戸 町 9 (1) 2 (0) 1 (1) 6 (1) 

六 戸 町 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 

横 浜 町 7 (1) 0 (0) 0 (0) 7 (1) 

東 北 町 5 (2) 0 (0) 1 (0) 4 (2) 

六 ヶ 所 村  0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 

管 外 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 

計 69 (17) 5 (1) 4 (1) 60 (15) 

                          （  ）は新規利用者再掲 

 

（２） 小児慢性特定疾病児童等自立支援事業 

 疾病により、長期にわたり療養を必要とする児童について、小児慢性特定疾患医療受診

券交付時における面接や訪問、医療意見書により依頼があった児の状況把握等を行い、支

援強化を図った。 

（平成３０年度） 

事業内容 

専門医による相談 保健師による相談指導 

小児慢性 

特定疾患 
未 熟 児 家庭訪問 面接相談 電話相談 

相談件数 ０ ０ ２ ２４ ３ 
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（３） 小児慢性特定疾患治療研究事業（小児慢性特定疾病医療費助成事業） 

 長期にわたり療養を必要とする児童の健全育成を目的として対象疾病の治療にかかっ

た費用の一部を公費によって助成するとともに、治療方法等の情報を今後の治療研究に活

かすことを目的とした制度である。 

（H27.1.1 に法施行。旧事業：S49-H26 小児慢性特定疾患治療研究事業） 

 平成２９年４月１日に１４疾患群７７８疾病（１８疾病追加）となり、平成３０年４月

1 日には１６疾患群８１３疾病（３５疾病追加）に整理された。  

 

ア 医療受給者証交付件数 １７８件（新規２７件、継続１５１件） 

 

イ 受給者数 １５８人 <うち２疾病認定者５人>              （平成３1 年３月末） 

疾 

患 

NO 

市町村別 

疾患群名 

十
和
田
市 

三
沢
市 

野
辺
地
町 

七
戸
町 

六
戸
町 

横
浜
町 

東
北
町 

六
ヶ
所
村 

合 

計 

ひまわり 

手帳交付 

01 悪性新生物  8 (1)  4 (1)    3   1   1   1 (1)  2 (1) 20 (4) 3 

02 慢性腎疾患  5   3   1   1   1   1   2   1  15  1 

03 慢性呼吸器疾患  2 (1)  3 (3)              5 (4)  

04 慢性心疾患 17 (4)  7   2 (1)  6   1   1   6   4  44 (5) 14 

05 内分泌疾患 12  11   2   4   4   2     1  36  6 

06 膠原病  3   1       1     1     6   

07 糖尿病  4   3           1   1   9  1 

08 先天性代謝異常                  0   

09 血液疾患  2   1    1   1         5   

10 免疫疾患          1 (1)        1 (1)  

11 神経・筋疾患  3 (2)  3   1     1       1   9 (2) 1 

12 慢性消化器疾患  4   2   1     1     2    10  1 

13 

染色体又は遺伝

子に変化を伴う

症候群 

 2 (1)      1 (1)          3 (2)  

14 皮膚疾患                    

15 骨系統疾患                    

16 脈管系疾患                    

 合 計 62 (9) 38 (4) 7 (1) 16 (1) 12 (1) 5 (0) 13 (1) 10 (1) 163 (18) 27 

※（ ）内は、重症、人工呼吸器装着者の人数を再掲 
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（４） 管内市町村妊婦連絡票実施状況                  （平成３０年度） 

 ( )は％ 

 

 

 

 

市
町
村
名 

 

妊
娠
届
出
数 

妊
婦
連
絡
票
提
出
数 

妊
婦
保
健
指
導
報
告
書
発
行
数 

指
導
週
数
別 

 

指
導
方
法
別 

妊
婦
連
絡
票
の
提
出
は
な
い
が
、 

保
健
指
導
を
実
施
し
た
数 

要
連
絡
・
指
導 

妊
産
婦
連
絡
票 

～  

11 週  

12～  

19 週  

20～  

27 週  

28 週  

～  

産
後 

窓 

口 

訪 

問 

電 
話 

そ
の
他 

受 

理 

数 

内
訳 

妊
婦 

産
婦 

A B C d e f g h i j k l M N o p 

  (B/A) (C/B) (d/C) (e/C) (f/C) (g/C) (h/C) (i/C) (j/C) (k/C) (l/C) (M/A)  (o/N) (p/N) 

十
和
田
市 

378 376 376 313 56 4 3 0 375 0 0 1 2 

43 

2 41 

 (99.4) (99.4) (83.3) (14.9) (1.0) (0.8) (0.0) (99.7) (0.0) (0.0) (0.3) (0.5) (4.7) (95.3) 

三
沢
市 

330 320 320 296 19 3 2 0 320 0 0 0 10 

46 

5 41 

 (96.9) (96.9) (92.5) (5.9) (0.9) (0.6) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (3.0) (10.9) (89.1) 

野
辺
地
町 

57 57 57 44 12 1 0 0 57 0 0 0 0 

6 

1 5 

 (100.0) (100.0) (77.1) (21.0) (1.7) (0.0) (0.0 (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (16.7) (83.3) 

七
戸
町 

54 54 54 43 11 0 0 0 54 0 0 0 0 

3 

1 2 

 (100.0) (100.0) (79.6) (20.3) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (33.3) (66.7) 

六
戸
町 

79 79 79 70 7 2 0 0 78 0 1 0 0 

7 

1 6 

 (100.0) (100.0) (88.6) (8.8) (2.5) (0.0) (0.0) (98.7) (0.0) (1.3) (0.0) (0.0) (14.3) (85.7) 

 

横
浜
町 

17 17 17 16 1 0 0 0 17 0 0 0 0 

1 

0 1 

 (100.0) (100.0) (94.1) (5.9) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) 

 

東
北
町 

88 87 87 71 15 1 0 0 87 0 0 0 1 

13 

2 11 

 (98.8) (98.8) (81.6) (17.2) (1.1) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (1.1) (15.4) (84.6) 

六
ヶ
所
村 

71 71 71 61 8 1 1 0 71 0 0 0 0 

8 

1 7 

 (100.0) (100.0) (85.9) (11.2) (1.4) (1.4) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (12.5) (87.5) 

 
 

計 

1074 1061 1061 914 129 12 6 0 1059 0 1 1 13 

127 

13 114 

 (98.7) (98.7) (86.1) (12.1) (1.1) (0.5) (0.0) (99.8) (0.0) (0.1) (0.1) (1.2) (10.2) (89.8) 



   - 55 - 

（５） 管内市町村未熟児情報共有システム実施状況        （平成３０年度） 

 
低出生体重

児数 

  

未 熟

児 等

出 生

連 絡

票 受

理数 

出生時体重 在胎週数 

未熟児

等訪問

指導連

絡票発

行数 

1000  

g 

未満 

1000

～

1500

g 

未満 

1500

～

2000

g 

未満 

2000

～

2500

g 

未満 

2500 

g 

以上 

妊娠

22～

34 週

未満 

妊娠

34～

37 週

未満 

妊娠

37 週

以上 

 

 

未 熟

児 養

育 医

療 申

請 数 

十和田市 34 8 8 1 0 2 4 1 2 5 1 8 

三沢市 35 18 25 0 3 6 11 5 7 13 5 26 

野辺地町 6 1 3 1 0 1 0 1 1 1 1 2 

七戸町 10 1 7 0 2 2 1 2 3 2 2 6 

六 戸 町 8 0 3 0 0 1 2 0 0 2 1 3 

横 浜 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

東 北 町 7 1 2 0 0 0 0 2 0 0 2 2 

六ヶ所村 5 4 5 0 1 0 3 1 0 3 2 4 

合 計 105 33 53 2 6 12 21 12 13 26 14 51 
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（６） 母子保健ネットワーク会議等 ―妊産婦支援体制整備事業― 

 虐待による死亡が生じ得るリスク要因として、保護者側の強い抑うつ状態が挙げられて

おり、その対策として、育児の孤立化、育児不安の防止に努める「発生予防」の視点から、

地域養育支援体制の整備を推進している。 

   

ア 母子保健ネットワーク会議 

 保健・医療等関係者等により、市町村や関係機関が実施する母子保健対策の推進に  

係る協議等を行った。 

期 日 場 所 出席者 内  容 

平成 30年 

12月 14日 

十和田市民交

流プラザ「トワ

ーレ」多目的研

修室 

・医療機関：７名  

・市町村：１４名 

・児童相談所：１名 

・県こどもみらい課 

      ：１名 

・保健所：５名  

計２８名 

（１）情報提供 

①管内における妊産婦・未熟児等情報共有シス 

テム実施状況について 

②ハイリスク妊産婦への支援について 

（２）意見交換  

「子育て世代包括支援センター設置に向けた

取り組みを考える」 

 

イ 平成３０年度市町村開催会議への支援 

   ※会議等への出席なし。 

 

 

（７） 産後うつ病の予防対策推進事業  ―妊産婦支援体制整備事業― 

乳児を抱える母親のメンタルヘルスに注意を向け、母親のメンタル面のサポート体制の推進を図り、 

母子保健サービスの中に「虐待予防」の視点を盛り込み、市町村母子保健関係者等の虐待予防に関する

資質の向上を図った。 

 

ア 医療機関へのエジンバラ産後うつ病スクリーニングの活用と普及 

期 日 場 所 出席者数 内  容 

平成 30年

12月 14日 

十和田市民交

流プラザ「トワ

ーレ」多目的研

修室 

・医療機関：７名  

・市町村：１４名 

・児童相談所：１名 

・県こどもみらい課： 

       １名 

・保健所：５名  

計２８名 

県内医療機関におけるEPDS実施状況について情報

提供した。 

 

イ EPDS等（虐待例）妊産婦のカンファレンス  

  ※市町村でカンファレンスを実施するなど対応しており、保健所への相談件数はなかった。 
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（８） 乳幼児の虐待予防に関すること 

 市町村からの求めにより出席し、虐待予防に係る保健所の取組みや子育て世代包括支

援センター等に関する情報提供を行った。 

 

ア 市町村要保護児童対策協議会への出席 

市町村名 代表者会議 出席者 

十和田市 平成 30年 7月 9日 健康増進課長 

三 沢 市 ― ― 

野辺地町 平成 30年 6月 29日 地区担当者 

七 戸 町 平成 30年 7月 13日 業務担当者 

六 戸 町 平成 30年 5月 24日 健康増進課長 

横 浜 町 平成 30年 12月 18日 健康増進課長 

東 北 町 平成 30年 7月 3日 健康増進課長 

六ヶ所村 平成 30年 7月 12日 健康増進課長 

 

（９） 女性健康支援事業 

ア 女性の健康相談 

（ア）開催日：月１回（毎月第３木曜日） 受付時間：１０：００～１０：３０  

（イ）場 所：上十三保健所 第１相談室  

（ウ）担当者：保健師  

相談件数 

来所相談 実人員  ０名（延０件） 

〈内訳〉 定 期  ０名（延０件） 

     随 時  ２名（延２件） 

電話相談 実人員  ３名（延３件） 

相談内容 

思春期女子の健康相談                     ０件 

妊娠、避妊に関する相談                    ０件 

不妊に関する相談                       ４件 

婦人科疾患、更年期障害に関する相談              １件 

メンタルケア                         ０件 

その他、性感染症を含め女性の心身の健康に関する一般的な相談  ０件 

 

イ 特定不妊治療助成事業 

（ア）特定不妊治療費助成事業申請実人員 ８１名（延申請１２６件）  

（平成３０年度）  

 合計 十和田市 三沢市 野辺地町 七戸町 六戸町 横浜町 東北町 六ヶ所村 

新規 40 15 12 2 3 4 0 1 3 

継続 41 19 10 4 2 3 0 2 1 

実人員 計 81 34 22 6 5 7 0 3 4 

延べ申請件数 126 59 34 9 6 9 0 5 4 

（イ）不妊専門相談センター利用者 ０名  
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３ 歯科保健事業関係 

 

（１） 親と子のよい歯のコンクール実施状況 

 一般社団法人青森県歯科医師会との共催により健康な歯をもつ親と子を表彰し、歯科保

健に対する幼児や父母及び地域社会の関心を高め、本県の歯科保健の推進を図ることを目

的に実施した。 

  

期  日 平成 30 年 6 月 9 日（土）13：30～15：00 

場  所 イオンスーパーセンター十和田店 

対  象 103 組  参加者：22 組 

講  評 上十三歯科医師会長 黒田 雅仁氏 

    審査の結果：最優秀賞 十和田市の親子１組    

優秀賞   三沢市の親子１組、六戸町の親子 1組 

 

 

（２） その他 

 青森県口腔保健支援センターが主催で実施しているフッ化物歯面塗布推進事業が七戸町で実施されたこ

とから、打合せ及び事業の評価会に出席した。 
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４ 栄養改善指導事業関係 

 

（１） 給食施設栄養管理指導事業 

 喫食者の健康増進を図ることを目的に給食施設を巡回し、施設における栄養管理の把握

及び改善指導等を実施した。また、給食施設の栄養管理担当者、調理従事者のスキルアッ

プを図るため、管理栄養士、栄養士、調理師等を対象に研修会を開催した。  

ア 巡回指導  

 

特定給食施設 

特定多数人に対して継続して食事を

供給する施設 

計 

総計 

１回あたり５０

食以上提供する

施設 

１回あたり５０

食未満提供する

施設 

栄養士

有 

栄養士

無 

栄養士

有 

栄養士

無 

栄養士

有 

栄養士

無 

栄養士

有 

栄養士

無 

巡回施設数 １６ ４ １８ １０ １ １ ３５ １５ ５０ 

対象給食 

施設数 
４６ ５ ５８ １６   １０４ ２１ １２５ 

 

イ 研修会 

期 日 場 所 対 象 
参加 

者数 
内 容 

平成 30年 

6月 28日 

十和田市民

文化センタ

ー 

給食施設の管理

栄養士、栄養

士、調理師等 

２１０

名 

１ 食中毒予防と衛生管理について 

上十三保健所 生活衛生課   

主査 東海林 明子 

２ 給食施設の栄養管理について 

健康上十三２１（第２次）計画の 

推進について 

上十三保健所 健康増進課   

主幹 磯嶋 利恵子 
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（２） 栄養成分表示、虚偽誇大表示に関する指導 

ア 栄養成分及び健康の保持増進に係る表示指導  

 食品表示法第４条、第５条及び健康増進法第３１条第１項に基づき、栄養成分及び健康の保持増進に係る

食品表示について相談及び指導を実施した。 

  相談： ３７件、指導：０件 

 

イ 栄養成分表示に係る講習等 

 栄養成分表示の義務化に向けた研修会において、講習を実施した。  

期 日 会 場 
参加 

者数 
主 催 

平成 30年  8月  1日 六戸町就業改善センター １７ 
株式会社 

産直ろくのへの郷 

平成 30年 10月 19日 
地方独立行政法人 

青森県産業技術センター 
４８ 

地方独立行政 

青森県産業技術センター 

平成 31年  1月  7日 きざんみさわ ２６ 道の駅みさわ 
 

 

（３） 食生活改善推進員の育成 

 管内食生活改善推進員会の活動を支援し、組織の育成を図った。 

ア 役員会・会長会議等 

会議名 場 所 回数 

三役員会 上十三保健所 １回 

監査会 上十三保健所 １回 

管内市町村会長会議 上十三保健所他 ６回 

 

イ 総会・研修会 

期日及び内容 参加者数 

日時：平成 30年 5月 15日（火）10:30～14:30 

場所：十和田市東コミュニティセンター 

【総会】 

・平成 29年度事業報告及び決算報告、平成 30年度事業計画及び予算案 

【研修会】 

①講演 「糖尿病の予防と重症化を防ぐための食事・食生活について」 

講師 十和田市立中央病院 栄養科 管理栄養士 高屋 千晶 氏 

②情報提供  「上十三保健所管内の健康課題について」 

               上十三保健所 健康増進課 技師 佐藤 正枝 

③グループワーク 

テーマ「糖尿病予防、糖尿病重症化予防へつながる食育活動を考えよう！」 

会  員：４４名 

市町村：１１名 

保健所：  ４名 
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ウ 管内市町村食生活改善推進員数      （平成３０年５月１５日現在） 

市町村名 会 員 数 市町村名 会 員 数 

十 和 田 市 １７１名 六 戸 町 ３０名 

三 沢 市 １１１名 横 浜 町 ２５名 

野 辺 地 町 ３８名 東 北 町 ６０名 

七 戸 町 ２６名 六 ヶ 所 村 ３７名 

  計 ４９８名 

 

（４） 市町村栄養改善業務支援事業 

ア 市町村栄養改善業務支援事業連絡調整会議及び研修会 

 管内市町村栄養改善業務担当者のスキルアップを目的に会議と研修会を開催した。 

 期 日 場 所 参加者数 内  容 

１ 

平成 31年 

1月 16日 

野辺地町健康増

進センター 
３名 

【初任期・新任期対象】 

・乳幼児健康診査における栄養指 

導の見学 

２ 

平成 31年 

1月 28日 

（午前） 

JA 十和田おい

らせ農業協同

組合本店 

８名 

１ 話題提供 

 「東北町における壮年期男性の飲

酒量と健診結果及び生活習慣の

関連」 

東北町役場保健衛生課 

       課長補佐 小沼 奈緒美 氏 

２ 情報提供 

・飲食店麺類塩分改善事業（塩分調査結 

果）について 

・青森県県民健康・栄養調査の結果について 

上十三保健所 健康増進課  

主幹 磯嶋利恵子 

３ 情報交換（フリートーク） 

３ 

平成 31年 

1月 28日 

（午後） 

JA 十和田おい

らせ農業協同

組合本店 

８名 

糖尿病対策研修会 

※管内保健師連絡会議と併催 

１ 活動報告 

・十和田市の糖尿病対策の取組について 

十和田市健康増進課  

主任保健師 気田 多香子 

十和田市国民健康保険課 

課長補佐    下田 智子 

２ 情報提供 

・保険者努力支援制度について 

青森県高齢福祉保険課  

主幹 鈴木 雄一郎 

３ 情報交換（グループワーク） 

・各市町村における糖尿病対策の現状と課題 

４ 

平成 31年 

2月 25日 

三沢市保健相

談センター 
５名 

・三沢市の糖尿病予防教室における 

栄養指導の見学 
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５ 

平成 31年 

2月 28日 
上十三保健所 ９名 

１ 話題提供  

・健康上十三２１（第２次）の中間評価結果 

・災害支援活動から見えた食の課題 

上十三保健所健康増進課  

技師 佐藤 正枝 

２ 意見交換（グループワーク） 

・健康増進計画２１（第２次）の推進 

・災害時の食生活支援 

３ 事業見学の報告 

・野辺地町の乳幼児健康診査見学者からの 

報告 

・三沢市の糖尿病予防教室見学者からの報告 

４ 連絡調整会議 

・平成３１年度の研修会について  

・平成３１年度の管内食生活改善 

推進員連絡協議会研修会について  

・食生活改善推進員の表彰について  

 

イ 市町村への支援 

市町村名 期日 研修会等 

三沢市 

横浜町 
平成 30 年 6 月 25 日 

保健所の機能と役割、保健所各課の

業務に関する講義受講の機会を提供  

 

（５） 青森のおいしい健康応援店認定事業 

 住民が外食等を利用する際に自分にあった適切なメニューを選択できるよう、肥満予防や食塩摂取量の減

少、野菜摂取量の増加を踏まえた食事を提供している飲食店等を青森のおいしい健康応援店として認定した。 

   新規認定店舗数 ： １０件（平成３０年度末延べ３２件） 

 

（６） 「野菜料理を“＋１品”」運動 

 住民が栄養バランスの良い適切な食習慣を身につけることができるよう、野菜の摂取量増加に向けて普及

啓発した。 

ア 健康教育等での普及啓発 

 研修会、講習会、イベント等において、１日に必要な野菜量や摂取量増加のポイント、

野菜料理のレシピ等を掲載したチラシを配布し普及啓発した。  

  実施回数：７回  

  対 象 者：食品の製造・販売者、給食施設従事者、イベント来場者等  

  参加者数：５１０名 

 

イ 関係機関との連携 

 特定給食施設等栄養管理指導事業の巡回指導において、「野菜料理を“＋１品”」のチ

ラシを配付し、入所者及び利用者、職員等への普及を依頼した。 

  配付施設数：５０施設 
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（７） 調理師業務従事者届 

 調理師法第５条の２第１項により、多人数に対して飲食物を調理して供与する施設又は営業で調理師法

施行規則第４条に規定する施設において調理業務に従事している調理師から届出を受理し集計した。 

 調理業務に従事している調理師（平成３０年１２月３１日現在）                                  （人） 

寄宿舎 学校 病院 事業所 
社会福 

祉施設 

介護老人 

保健施設 

矯正 

施設 

飲食店 

営業 

魚介類 

販売業 

そうざい 

製造業 
その他 計 

10 64 49 4   181 13 0 21 0 1 52  395  

 

  



   - 64 - 

５ 精神保健福祉関係 

 

（１） 入院通院医療事務関係 

ア 精神障害者の市町村別・入院通院状況          （平成３０年度） 

医療区分 
 
 
市町村名 

総 数 

入  院 

通 院 その他 
小 計 

措 置 
入 院 

医療保
護入院 その他 

 男 608 76 1 75  532  

十 和 田 市 女 742 103 3 100  639  

 計 1,350 179 4 175  1,171  

 男 294 31 4 27  263  

三 沢 市 女 395 28  28  367  

 計 689 59 4 55  630 

 

 

 男 92 20  20  72  

野 辺 地 町 女 127 19  19  108  

 計 219 39  39  180  

 男 122 20  20  102  

七 戸 町 女 148 26  26  122  

 計 270 46  46  224  

 男 83 7 1 6  76  

六 戸 町 女 108 15  15  93  

 計 191 22 1 21  169  

 男 42 12  12  30  

横 浜 町 女 48 15  15  33  

 計 90 27  27  63  

 男 142 20 3 17  122  

東 北 町 女 189 30  30  159  

 計 331 50 3 47  281  

 男 65 3  3  62  

六 ヶ 所 村 女 77 12  12  65  

 計 142 15  15  127  

 男 2 2 1 1  0  

管    外 女 2 2  2  0  

 計 4 4 1 3  0  

 男 1,450 191 10 181  1,259  

合 計 女 1,836 250 3 247  1,586  

 計 3,286 441 13 428 0 

 

2,845  

 

イ 精神障害者申請等処理状況               （平成３０年度） 

申請等別 指定医に
よる診察

件数 
措置 非措置 

非措置者の状況  

申請 通報 計 入院 非入院 

０ ２２ ２２ １４ １３ １ １ ０ 
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ウ 管内精神病院入院状況               （平成３１年３月末） 

医療機関名 精神総病床数 
年度末現在入院患者数 

合計 任意 医保 措置 

十和田市立中央病院  ５０ ２２ １８ ４ ０ 

十 和 田 済 誠 会 病 院 ２５０ １８８ １２８ ５７ ３ 

高 松 病 院 ２３９ ２３３ ２０ ２１３  

三 沢 聖 心 会 病 院 １４０ ８２ ７１ １１  

計 ６７９ ５２５ ２３７ ２８５ ３ 

 

エ 精神科救急医療システム利用状況           （平成３０年度） 

十
和
田
市 

三

沢

市 

野
辺
地
町 

七

戸

町 

六

戸

町 

横

浜

町 

東

北

町 

六
ヶ
所
村 

管 
 
外 

不 
 
明 

計 

３４ ７ ４ ４ ５ ０ ７ ２ ９ ０ ７２ 

 

 

（２） 精神障害者保健福祉手帳所持状況 
 市町村別手帳所持者数                （平成３１年３月末） 
 

手帳所持者 
総数 

手帳所持者等級別内訳 

１級 ２級 ３級 

十 和 田 市 721 180 393 148 

三 沢 市 335 132 153 50 

野 辺 地 町 130 46 65 19 

七 戸 町 138 43 75 20 

六 戸 町 85 24 53 8 

横 浜 町 42 18 21 3 

東 北 町 157 43 86 28 

六 ヶ 所 村 74 26 38 10 

計 1682 512 884 286 

 

 

（３） 精神保健福祉相談状況 

  開設状況：年１１回(第３水曜日)※嘱託医都合により１回中止 

  嘱 託 医：十和田市立中央病院メンタルヘルス科診療部長、高松病院副院長 

ア 相談件数                      （平成３０年度） 

 総件数 
再     掲 

定 期 随 時 電 話 

実数  ６４ １０ １５  ３９ 

延数 ４２３ １２ ２１ ３９０ 
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イ 目的別利用状況（延数）               （平成３０年度） 

相 
談 
内 
容 

①
受
診
・
入
院
に
つ
い
て 

②
通
院
・
服
薬
に
つ
い
て 

③
生
活
指
導
に
つ
い
て 

④
経
済
的
問
題 

⑤
性
格
・
行
動
上
の
こ
と 

⑥
患
者
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て 

⑦
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て 

⑧
薬
物
に
つ
い
て 

⑨
人
間
関
係
に
つ
い
て 

⑩
施
設
入
所
に
つ
い
て 

⑪
社
会
復
帰
に
つ
い
て 

⑫
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て 

⑬
ひ
き
こ
も
り 

⑭
そ
の
他 

計 

定 期 ６      ４         ２ １２ 

随 時 ４ １ １  ４ ３   ２     ６ ２１ 

 

ウ 市町村別件数（延人数）               （平成３０年度） 

 十
和
田
市 

三

沢

市 

野
辺
地
町 

七

戸

町 

六

戸

町 

横

浜

町 
東

北

町 

六
ヶ
所
村 

管

外 

計 

定期  ５ １ １ ３ １ ０ １ ０ ０ １２ 

随時 １８ ０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ２１ 

 

 

（４） 訪問指導状況  

                           （平成３０年度） 

事
業
区
分 

保健師（相談員含む） その他の職員 合 計 

一

般 

社
会
復
帰 

計 

一

般 

社
会
復
帰 

計 

一

般 

社
会
復
帰 

計 

実人数   ８ ０ ８ ０ ０ ０   ８ ０ ８ 

延人数  １３ ０ １３ ０ ０ ０  １３ ０ １３ 

 

（５） 普及啓発活動 

ア 自殺予防 

 心の健康づくりや高校における自殺予防教育を通して知識の普及・啓発を行った。 

 ・高校における自殺予防教育の実施（6/19～12/12 5校 8回 585人）。 

   学校教員の協力により、高校生のための自殺予防プログラムによる講義・演習を行った。 

 ・保健所ホームページへの掲載、保健所の玄関やベランダ、七戸庁舎や合同庁舎にのぼり旗設置。 

   自殺予防週間、自殺対策強化月間時に、保健所掲示板等を利用して普及啓発を実施 

 ・二つ折りリーフレット「今まさに消えてしまいたいほどつらいあなたに」を関係機関に配布。 

 

イ 青森多重債務被害等をなくす会（青森りんごの会）との協働事業  

   関係機関担当者会議 １回出席 

 

ウ その他 

   会議、研修会等で相談窓口一覧、心の健康づくりに関するパンフレット等を配布  
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（６） 組織育成 

 精神障害者家族会、回復者クラブ、精神保健福祉ボランティアの育成支援を行った。  

ア 精神障害者家族会の状況 

 

 
家族会 活 動 内 容 等 

作業所等運営 

(名 称) 

家
族
会 

とわだ家族会（十和田市） 

・総会 

・学習会 

・会員間の交流 

・作業所等の運営 

・当事者の会への協力 

・管内合同の学習・交流会の

実施 

 

さつき家族会（三沢市）  

山ざくらの会（六戸町）  

つつじ家族会（東北町） つつじ作業所 

家
族
懇
談
会 

野辺地町精神障害者家族懇談会  

七戸町精神障害者家族懇談会 

→平成 26年度活動停止 
 

横浜町精神障害者家族懇談会  

 

イ 精神障害者家族会の活動及び支援状況 

名 称 回数 内   容 

つつじ家族会 １ つつじ作業所運営委員会に出席 

上十三地区 

精神障害者 

家族学習交流会 

３ 

・平成３０年度事務局は、つつじの会（東北町）が担当 

○実行委員会    ２回出席(２回開催) 

○家族学習交流会  １回出席 

日時：平成 30年 10月 18日（木）10時～14時 30分 

場所：東北町保健福祉センター  

参加者：55名（家族、当事者、ボランティア、事業所、行政） 

テーマ：「生き生きと生きる」 

内容：①交流レクリエーション 

②情報交換会 

○平成３１年度は十和田市精神障害者家族会「とわだ家族会」が事務局

である。 

 

ウ 回復者クラブの活動状況 

名 称  きざきのクラブ（三沢） 

会員数 ５名 
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エ 精神保健福祉ボランティアの活動状況 

名 称 会員数 活動内容 

駒の会 

（十和田市） 
１１名 

○自主的な活動を継続している。 

・定例会の実施 

・「サロンおあしす」の実施 

・心のひろば「ルピナス」へ参加 

※平成１０年４月に看護ボランティアとして組織化。 

平成１５年４月から精神保健福祉ボランティアとして登録。 

さつき友の会 

（三沢市） 
１０名 

○自主的な活動を継続している。 

・「サロンひだまり」の実施  

・きざきのクラブ（回復者クラブ）の活動協力 

・青森県精神保健福祉ボランティア連絡協議会活動等 

※平成１４年４月に組織化 

 

オ 民間団体 

名  称 内  容 

特定非営利活動法人 

ワークハウスとわだ 

十和田市や医療機関等関係機関と連携し、自主的な活動を

行っている。 

 

 

（７） 会議等及び研修 

ア 精神保健福祉企画会議（所内） 

期 日 開催内容 出席者 

平成 30 年 

4 月 26 日 
平成３０年度精神保健福祉事業活動計画 

保健総室長、次長、健康増

進課長、健康増進課員 平成 31 年 

3 月 6 日 
平成３０年度精神保健福祉事業活動評価 

 

イ 関係者連絡会議 

会議名 期 日 開催内容 出席者 

上十三地域生活支援 

広域調整会議 

平成 31 年 

2 月 18 日 

・情報提供：「上十三地域の長期入院精

神障害者の現状」 

 情報提供者：上十三保健所 

・講演：「地域移行支援の意義」－長期

入院精神障害者への支援－ 

 講師：地域活動支援センター 

    アセンドハウスセンター長 

    田中 淳一氏 

・意見交換「各機関の長期入院精神障

害者に対する取組と今後に向けて」 

３４名 

精神科病院 

指定一般相談 

  支援事業所 

市町村 

福祉こども総室 
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上十三地域精神科救 

急医療システム連絡 

調整委員会 

平成 31 年 

2 月 18 日 

報告事項：精神科救急医療システムの

運営状況について 

協議事項： 

ア 精神救急医療システムの運用方

法の再確認と周知について 

イ 精神科救急の情報センターの設

置予定について 

ウ 自殺未遂者への支援方法につい

て 

２６名 

連絡調整委員会委

員 

（上十三医師会、

救急医療施設、警

察署、消防本部、地

域家族会） 

市町村担当者 

市町村自殺対策計画 

策定にかかる研修会 

平成 30 年 

6 月 7 日 

講演「生きることの包括的支援としての

自殺対策の計画策定に向けて」 

講師 青森県立保健大学  

        反町 吉秀氏 

各市町村の進捗状況共有 

「六戸町における計画策定について」 

情報提供者 

   六戸町福祉課 野田 智子氏 

個別ヒアリング 

３６名 

市町村（健康づくり

所管課） 

保健所 

多分野合同研修会 

（上十三地域自殺総 

合対策ネットワーク 

会議（講演会）） 

 

包括的基盤強化事業 

「多分野合同研修会」 

平成 30 年 

8 月 30 日 

講演「労働者の自殺を防ぐために」 

講師 東京慈恵会医科大学 

     山内 貴史氏 

パネルディスカッション「労働者の自

殺対策を各分野から考える」 

事例提供者  

 十和田労働基準監督署  

   八木澤朋宏氏 

 青森産業保健総合支援センター 

   長瀬 比佐子氏 

 太子食品工業(株)十和田工場 

   後藤 利行氏 

４５名 

 

精神科医療機関、

医療機関、警察署、

消防本部、市町村

社会福祉協議会、

居宅介護支援事業

所、市町村（健康づ

くり所管課、障害

福祉所管課、生活

保護所管課）、上北

地域県民局地域健

康福祉部福祉こど

も総室 

 

管内市町村自殺対策 

計画策定研修会 

(第 1 回保健師連絡 

会議) 

平成 30 年 

10 月 5 日 

情報提供「県内の自殺対策計画策定状況

について」 

情報提供者 青森県障害福祉課 

        須藤 美希氏 

情報交換及び意見交換 

「管内市町村自殺対策計画策定の進捗状

況」 

１９名 

市町村（健康づくり

所管課） 

保健所 
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ウ 市町村の自殺対策計画策定会議等への出席  16 回 

   十和田市 5 回、三沢市 3 回、野辺地町 1 回、七戸町 2 回、六戸町 2 回 

   東北町 1 回、六ケ所村 2 回 

   県、保健所の自殺対策の取組み状況や自殺統計等について情報提供  

 

エ ケース会議等 

 措置入院患者等が退院後も地域で治療を継続できるよう精神科医療機関でのケア会議

に出席、処遇困難事例についてケース会議を開催した。 

会議名 場 所 回数 備 考 

精神障害者 

ケース検討会 

医療機関 １５回 
・本人、家族、関係者が退院後の治

療の継続や生活支援について検討 

・関係者が処遇困難ケースの支援に

ついて検討 

市町村  ６回 

その他  ３回 
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６ 難病関係 

（１） 新たな難病の医療費助成制度 

 原因不明で治療方法が確立していない、いわゆる難病のうち、厚生労働大臣が定める疾病（指定難病）

に対して、一定の認定基準を満たしている方を対象に、その治療に係る医療費の一部を助成し、医療費

の負担軽減を図ることを目的とした制度である。 

 平成２７年１月１日に「難病の患者に対する医療費等に関する法律（難病法）」が施行され、医療費助

成の対象となる疾病（指定難病）が難病法施行前の５６疾病から１１０疾病に拡大した。 

さらに、平成２７年７月からは３０６疾病、平成２９年４月からは３３０疾病、平成３０年４月からは

３３１疾病に拡大した。 

                 

ア 特定医療受給者の状況（市町村別）         （平成３１年３月末） 

疾

患

番

号  

市町村 

 

 

疾患名 

管  

内  

計  

十  

和  

田  

市  

三  

沢  

市  

野  

辺  

地  

町  

七  

戸  

町  

六  

戸  

町  

横  

浜  

町  

東  

北  

町  

六  

ヶ  

所  

村  

合計   1187  453  218 108 116 84 30 124 54 

2 筋萎縮性側索硬化症     14 6 3 2 1 1 0 1 0 

4 原発性側索硬化症      1 1 0 0 0 0 0 0 0 

5 進行性核上性麻痺     23 7 4 3 1 3 0 5 0 

6 パーキンソン病   151 64 20 12 16 8 6 18 7 

7 大脳皮質基底核変性症      5 0 4 0 1 0 0 0 0 

8 ハンチントン病     2 0 1 0 1 0 0 0 0 

11 重症筋無力症    30 12 8 2 1 4 0 1 2 

13 多発性硬化症／視神経脊髄炎     28 8 7 4 2 4 1 2 0 

14 慢性炎症性脱随性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー    9     6 0 3 0 0 0 0 0 

17 多系統萎縮症    18 7 4 0 2 2 1 1 1 

18 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く。）    183 97 23 12 25 7 2 15 2 

19 ライソゾーム病     1 0 0 1 0 0 0 0 0 

21 ミトコンドリア病      2 1 1 0 0 0 0 0 0 

22 もやもや病    10 5 2 2 0 0 0 1 0 

26 HTLV-1 関連脊髄症      1 0 0 0 0 0 1 0 0 

28 全身性アミロイドーシス      2 0 0 1 0 0 0 1 0 

34 神経線維腫症     1 1 0 0 0 0 0 0 0 

35 天疱瘡     2 0 1 0 0 0 0 1 0 

37 膿疱性乾癬（汎発型）      5 2 1 1 0 0 0 1 0 

38 スティーヴンス・ジョンソン症候群      1 1 0 0 0 0 0 0 0 

40 高安動脈炎     9 1 2 1 0 2 0 1 2 

42 結節性多発動脈炎      2 0 0 0 0 0 0 1 1 

43 顕微鏡的多発血管炎     12     3 4 0 1 0 2 0 2 
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疾

患

番

号  

市町村 

 

 

疾患名 

管  

内  

計  

十  

和  

田  

市  

三  

沢  

市  

野  

辺  

地  

町  

七  

戸  

町  

六  

戸  

町  

横  

浜  

町  

東  

北  

町  

六  

ヶ  

所  

村  

44 多発血管炎性肉芽腫症      2 1 0 0 1 0 0 0 0 

45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症      5 1 2 0 0 0 1 1 0 

46 悪性関節リウマチ     10 3 0 3 2 1 1 0 0 

47 バージャー病     6 1 1 1 0 1 0 0 2 

49 全身性エリテマトーデス     63 21 14 6 4 8 3 2 5 

50 皮膚筋炎／多発性筋炎     17 4 3 2 3 1 1 2 1 

51 全身性強皮症    14 2 3 4 3 1 0 1 0 

52 混合性結合組織病     18 8 4 1 1 1 0 1 2 

53 シェーグレン症候群      2 1 1 0 0 0 0 0 0 

54 成人スチル病     4 2 1 0 0 1 0 0 0 

55 再発性多発軟骨炎      1 0 1 0 0 0 0 0 0 

56 ベーチェット病    15 6 2 3 0 2 0 2 0 

57 特発性拡張型心筋症     8 3 2 0 0 0 0 1 2 

58 肥大型心筋症    13 6 2 0 1 2 0 0 2 

60 再生不良性貧血    7 3 0 0 2 0 1 1 0 

61 自己免疫性溶血性貧血      1 0 0 1 0 0 0 0 0 

62 発作性夜間ヘモグロビン尿症      1 0 0 0 0 1 0 0 0 

63 特発性血小板減少性紫斑病     19 10 3 1 2 2 0 1 0 

65 原発性免疫不全症候群     1 0 0 1 0 0 0 0 0 

66 IgA 腎症     9    5 4 0 0 0 0 0 0 

67 多発性囊胞腎     7 5 1 0 0 0 0 1 0 

68 黄色靭帯骨化症     8     3 0 2 0 1 0 2 0 

69 後縦靭帯骨化症    39 12 8 1 3 4 1 6 4 

70 広範脊椎管狭窄症      5 1 1 0 1 0 0 1 1 

71 特発性大腿骨頭壊死症     26 8 3 1 8 1 0 4 1 

72 下垂体性ＡＤＨ分泌異常症      3 1 1 1 0 0 0 0 0 

74 下垂体性ＰＲＬ分泌亢進症      6 2 1 1 0 1 0 1 0 

75 クッシング病     1 1 0 0 0 0 0 0 0 

77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症      6 3 0 2 0 1 0 0 0 

78 下垂体前葉機能低下症     17   6 3 1 2 2 0 3 0 

84 サルコイドーシス     18   8 3 2 2 0 1 1 1 

85 特発性間質性肺炎      8    0 2 2 2 0 0 1 1 

86 肺動脈性肺高血圧症      5 1 1 3 0 0 0 0 0 

88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症      3 1 0 0 0 1 0 1 0 

90 網膜色素変性症    19 5 6 0 2 1 1 2 2 

93 原発性胆汁性胆管炎     11 3 3 1 1 1 0 2 0 
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疾

患

番

号  

市町村 

 

 

疾患名 

管  

内  

計  

十  

和  

田  

市  

三  

沢  

市  

野  

辺  

地  

町  

七  

戸  

町  

六  

戸  

町  

横  

浜  

町  

東  

北  

町  

六  

ヶ  

所  

村  

95 自己免疫性肝炎     3 0 2 0 0 0 0 1 0 

96 クローン病    62   17 12 6 10 5 4 4 4 

97 潰瘍性大腸炎   152   54 26 12 11 13 3 27 6 

107 全身型若年性特発性関節炎      2 2 0 0 0 0 0 0 0 

113 筋ジストロフィー      7    2 4 0 0 0 0 0 1 

117 脊髄空洞症     2 0 2 0 0 0 0 0 0 

127 前頭側頭葉変性症      1 0 1 0 0 0 0 0 0 

158 結節性硬化症     1 0 1 0 0 0 0 0 0 

162 類天疱瘡（後天性表皮水疱瘡を含む。）      4 1 0 0 0 1 0 1 1 

171 ウィルソン病     3 1 1 0 0 0 0 1 0 

218 アルポート症候群      1 0 0 0 0 0 0 0 1 

222 一次性ネフローゼ症候群     19   4 5 4 3 0 0 3 0 

224 紫斑病性腎炎     1 0 1 0 0 0 0 0 0 

226 間質性膀胱炎（ハンナ型）      1 0 0 0 0 0 0 1 0 

227 オスラー病     1 1 0 0 0 0 0 0 0 

235 副甲状腺機能低下症      1 0 1 0 0 0 0 0 0 

254 ポルフィリン症     1 0 1 0 0 0 0 0 0 

257 肝型糖尿病     1 1 0 0 0 0 0 0 0 

271 強直性脊椎炎     2 2 0 0 0 0 0 0 0 

276 軟骨無形成症     1 0 0 1 0 0 0 0 0 

280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変）      1 0 0 0 1 0 0 0 0 

296 胆道閉鎖症     1 1 0 0 0 0 0 0 0 

300 IgＧ４関連疾患     3 3 0 0 0 0 0 0 0 

306 好酸球性副鼻腔炎      4 4 0 0 0 0 0 0 0 

331 多発性多中心性キャッスルマン病      2 1 0 1 0 0 0 0 0 
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イ 特定医療受給者の状況（年齢別）          （平成３１年３月末） 

疾

患

番

号  

年齢階層 

 

 

疾患名 

合  

計  

0 

～  

9 

歳  

10

～

19

歳  

20

～

29

歳  

30

～

39

歳  

40

～

49

歳  

50

～

59

歳  

60

～

69

歳  

70

歳

以

上  

合計   1187  0 11 65 105 156 144 244 462 

2 筋萎縮性側索硬化症     14 0 0 0 0 1 0 8 5 

4 原発性側索硬化症      1 0 0 0 0 0 0 0 1 

5 進行性核上性麻痺     23 0 0 0 0 0 1 6 16 

6 パーキンソン病   151 0 0 1 0 3 5 26 116 

7 大脳皮質基底核変性症      5 0 0 0 0 0 0 0 5 

8 ハンチントン病     2 0 0 0 0 0 1 1 0 

11 重症筋無力症    30 0 1 0 2 4 5 7 11 

13 多発性硬化症／視神経脊髄炎     28 0 1 0 9 8 5 3 2 

14 慢性炎症性脱随性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー    9 0 0 0 0 2 0 2 5 

17 多系統萎縮症    18 0 0 0 0 1 2 7 8 

18 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く。）    183 0 0 2 1 3 7 40 130 

19 ライソゾーム病     1 0 0 0 0 1 0 0 0 

21 ミトコンドリア病      2 0 0 0 1 0 0 0 1 

22 もやもや病    10 0 1 0 3 1 3 2 0 

26 HTLV-1 関連脊髄症      1 0 0 0 1 0 0 0 0 

28 全身性アミロイドーシス      2 0 0 0 0 0 0 1 1 

34 神経線維腫症     1 0 0 0 0 1 0 0 0 

35 天疱瘡     2 0 0 0 0 0 0 1 1 

37 膿疱性乾癬（汎発型）      5 0 1 0 0 2 1 0 1 

38 スティーヴンス・ジョンソン症候群      1 0 0 1 0 0 0 0 0 

40 高安動脈炎     9 0 0 0 3 0 1 4 1 

42 結節性多発動脈炎      2 0 0 0 0 2 0 0 0 

43 顕微鏡的多発血管炎     12    0 0 0 1 0 1 2 8 

44 多発血管炎性肉芽腫症      2 0 0 0 0 1 0 0 1 

45 好酸球多発血管炎性肉芽腫症      5 0 0 0 0 0 2 1 2 

46 悪性関節リウマチ     10 0 0 0 0 3 1 3 3 

47 バージャー病     6 0 0 0 0 2 2 2 0 

49 全身性エリテマトーデス     63 0 1 5 12 13 11 14 7 

50 皮膚筋炎／多発性筋炎     17 0 0 1 1 2 2 6 5 

51 全身性強皮症    14 0 0 0 0 2 2 4 6 

52 混合性結合組織病     18 0 0 1 1 4 5 5 2 

53 シェーグレン症候群      2 0 0 0 0 0 0 1 1 

54 成人スチル病     4 0 0 0 0 0 1 3 0 

55 再発性多発軟骨炎      1 0 0 0 0 0 0 1 0 
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疾

患

番

号  

年齢階層 

 

 

疾患名 

合  

計  

0 

～  

9 

歳  

10

～

19

歳  

20

～

29

歳  

30

～

39

歳  

40

～

49

歳  

50

～

59

歳  

60

～

69

歳  

70

歳

以

上  

56 ベーチェット病    15 0 0 1 2 3 2 5 2 

57 特発性拡張型心筋症      8 0 0 0 0 1 2 3 2 

58 肥大型心筋症    13    0 0 2 1 1 4 3 2 

60 再生不良性貧血     7 0 0 0 1 0 0 3 3 

61 自己免疫性溶血性貧血      1 0 0 0 0 0 0 0 1 

62 発作性夜間ヘモグロビン尿症      1 0 0 0 0 0 0 1 0 

63 特発性血小板減少性紫斑病     19 0 0 1 3 0 6 1 8 

65 原発性免疫不全症候群     1 0 0 0 0 1 0 0 0 

66 IgA 腎症     9 0 0 0 3 3 1 2 0 

67 多発性囊胞腎     7 0 0 1 0 2 2 2 0 

68 黄色靭帯骨化症     8 0 0 0 0 0 1 1 6 

69 後縦靭帯骨化症    39 0 0 0 1 4  4 8 22 

70 広範脊椎管狭窄症      5 0 0 0 1 0 0 2 2 

71 特発性大腿骨頭壊死症     26 0 0 1 0 7 5 7 6 

72 下垂体性ＡＤＨ分泌異常症      3 0 0 1 1 1 0 0 0 

74 下垂体性ＰＲＬ分泌亢進症      6 0 0 1 2 2 1 0 0 

75 クッシング病     1 0 0 1 0 0 0 0 0 

77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症      6 0 0 0 0 1 3 0 2 

78 下垂体前葉機能低下症     17 0 0 2 3 1 3 3 5 

84 サルコイドーシス     18 0 0 0 6 0 5 3 4 

85 特発性間質性肺炎      8 0 0 0 0 0 0 2 6 

86 肺動脈性肺高血圧症      5 0 0 1 0 1 1 0 2 

88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症      3 0 0 0 1 0 0 0 2 

90 網膜色素変性症    19 0 0 0 1 1 1 6 10 

93 原発性胆汁性胆管炎     11 0 0 0 1 2 1 4 3 

95 自己免疫性肝炎     3 0 0 0 0 0 1 2 0 

96 クローン病    62 0 3 16 12 16 11 3 1 

97 潰瘍性大腸炎   152 0 2 15 19 40 24 28 24 

107 全身型若年性特発性関節炎      2 0 0 1 1 0 0 0 0 

113 筋ジストロフィー      7 0 0 0 3 2 1 1 0 

117 脊髄空洞症     2 0 0 0 2 0 0 0 0 

127 前頭側頭葉変性症      1 0 0 0 0 0 0 0 1 

158 結節性硬化症     1 0 0 1 0 0 0 0 0 

162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。）      4 0 0 0 0 1 0 0 3 

171 ウィルソン病     3 0 0 1 2 0 0 0 0 

218 アルポート症候群      1 0 0 1 0 0 0 0 0 
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疾

患

番

号  

年齢階層 

 

 

疾患名 

合  

計  

0 

～  

9 

歳  

10

～

19

歳  

20

～

29

歳  

30

～

39

歳  

40

～

49

歳  

50

～

59

歳  
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～

69

歳  

70

歳

以

上  

222 一次性ネフローゼ症候群     19 0 0 5 0 7 3 1 3 

224 紫斑病性腎炎     1 0 0 0 1 0 0 0 0 

226 間質性膀胱炎（ハンナ型）      1 0 0 0 0 0 0 0 1 

227 オスラー病     1 0 0 0 0 0 0 0 1 

235 副甲状腺機能低下症      1 0 0 0 0 0 1 0 0 

254 ポルフィリン症     1 0 0 0 1 0 0 0 0 

257 肝型糖尿病     1 0 0 1 0 0 0 0 0 

271 強直性脊椎炎     2 0 0 1 0 0 0 1 0 

276 軟骨無形成症     1 0 0 0 0 0 1 0 0 

280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変）      1 0 1 0 0 0 0 0 0 

296 胆道閉鎖症     1 0 0 0 1 0 0 0 0 

300 IgＧ４関連疾患     3 0 0 0 0 1 1 0 1 

306 好酸球性副鼻腔炎      4 0 0 0 1 1 1 1 0 

331 多発性多中心性キャッスルマン病      2 0 0 0 0 1 0 1 0 
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（２） 難病患者地域支援対策推進事業 

 

目 的：難病患者やその家族の抱える医療及び日常生活上の不安や悩みに対し、専門医等

による指導・助言などを行う医療相談を実施し、また、医療相談に参加できない

要支援難病患者やその家族に対しては、保健師や看護師等の相談員による訪問相

談を実施することにより、在宅医療の推進を図ることを目的とする。  

 

ア 医療相談等 

   平成 30年度青森県難病フォーラムと併催 

期 日 場 所 内     容 参加者数 

平成 30 年 

9 月 17 日 

(月・祝) 

十和田市民 

文化センター  

(十和田市) 

１．報告  

上十三保健所における難病等の取り組みについて 

上十三保健所 健康増進課 

２．講演 

「みんなで学ぶパーキンソン病」 

岩手医科大学付属病院 神経内科・老年科 

特任准教授 前田哲也氏 

３．分化会 

ALS、SCD/MSA、膠原病、パーキンソン病他 

４．医療相談 

１９６名 

イ 訪問相談（難病患者等訪問相談員による訪問相談） 

疾患群 疾患名 実件数 延件数 

   2 筋萎縮性側索硬化症 ４ ８ 

   5 進行性核上性麻痺 ２ ３ 

神経・筋疾患   6 パーキンソン病 ３ ６ 

 17 多系統萎縮症 ２ ４ 

 18 脊髄小脳変性症 ４ ９ 

合 計  １５ ３０ 

 

ウ 上十三地域難病対策連絡会議 

期 日 場 所 内     容 参加者数 

平成 31 年 
2 月 6 日 

（水） 

十和田市 
市民交流プラザ 
「トワーレ」 

１．話題提供 

（１）「上十三保健所における災害時難病患者支援

について」 

（２）「野辺地町における医療機器装着患者の災害

支援体制」 

 野辺地町 健康づくり課 課長 飯田 貴子氏 

２．意見交換 

「地域における災害時の難病患者の支援で必要な

こと」 

１４名 
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（３） 保健師による訪問指導      （平成 31 年 3 月末現在） 

疾患群 疾患名 実件数 延件数 

 2  筋萎縮性側索硬化症  ８ １４ 

 

神経・筋疾患 

4  進行性核上性麻痺 １ ２ 

5  進行性筋側索硬化症 ３ ４ 

6  パーキンソン病 ８ １５ 

11 重症筋無力症 １ ２ 

17 多系統萎縮症 ３ ６ 

 

 

18 脊髄小脳変性症 ６ ７ 

22 もやもや病 １ １ 

23 プリオン病 １ １ 

血液系疾患 63 特発性血小板減少性紫斑病 １ １ 

骨・関節系疾患 276 軟骨無形成症 １ ２ 

呼吸器系疾患 85 特発性間質性肺炎 １ １ 

消化器系疾患 93 原発性胆汁性胆管炎 １ １ 

合 計  ３６ ５７ 

 

 

（４） 重症難病患者在宅療養支援事業 

 

ア 目  的 

  人工呼吸器を装着して在宅療養を行っている重症難病患者の介護を行う者が、疾病、

冠婚葬祭や休息等の理由により当該患者を在宅において介護することができない場合

に、円滑に適切な医療機関に一時入院できるよう体制整備するとともに、やむを得ない

事情により一時入院が困難な患者に対しては看護人を派遣することにより、患者の安定

した在宅療養の確保と患者及びその家族の生活の質の向上を図ることを目的とする。  

  

イ 利用回数 

  一時入院の期間は同一年度で患者一人あたり１４日を限度とする。  

  看護人の派遣の期間は、患者一人当たり月７時間以内とし、利用回数は月２回まで分

割することができる。 

       

ウ 登録・利用者 ３名（看護人派遣：２名、登録のみ１名） 
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（５） 健康相談状況 

面接及び電話による随時健康相談を実施している。また、新規及び継続の医療受給者証

交付申請や変更等の手続きや受給者証交付時に、個別面接相談及び電話による相談等にも

対応している。 

（平成 31 年 3 月末） 

健康相談延件数 個別面接相談 電話相談 

１４６件 １３３件 １３件 

 

 

（６） 患者会の育成・自主活動支援 

 特定疾患患者会「みさわ・もみじの会」は、会員の高齢化と新規加入者がいないことに

より平成３０年３月末で解散。 

 

 

（７） 関係機関との連携 

・ケア会議：３回（筋萎縮性側索硬化症３回・県外へ転出する事例案に係る検討） 

・関係機関連絡：難病医療コーディネーター、医療機関ソーシャルワーカー、居宅介護支

援事業所職員、町保健師等と個別ケースの連絡等、必要時関係機関と情報共有して支援し

た。 

・三沢市 地域ケア会議において、指定難病に掛かる医療受給者証の更新手続きについて情報提供。 

 日時：平成３０年６月２０日（水） 

 場所：三沢市総合社会福祉センター  参加者：３０名 

 

 

（８） 災害基本法に基づく「避難行動要支援者名簿」作成のための難病の特定

医療受給者に関する個人情報の提供等について 

 

 依頼のあった５町村（七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村）に提供した。  
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７ 石綿（アスベスト）に関すること 

 

（１）普及啓発 

 環境再生保全機構により送付されたポスター、リーフレットを保健所内に掲示し、住民に対しての周

知を行った。 

 

 

（２）相談・健康被害救済申請受付 

 石綿（アスベスト）関連事業場周辺にいた住民の健康不安に対応するため、健康に関する問題につい

て相談を受け、石綿による健康被害を受けた方が生活・療養等の補償が受けられるように、被害救済給

付申請に係る情報提供を行った。 

 

≪相談受付実施状況≫  

・ 健康相談 ０件  

・ 給付申請 ０件  
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８ 保健・医療・福祉包括ケアシステムの推進関係 

 人口の高齢化、疾病構造の変化、ノーマライゼーションの意識の高まり等に伴い、住民のニーズが保

健、医療、福祉を通じた総合的なものとなる中で、県民だれもが、生涯にわたり住み慣れた地域で、健

康で安心した生活を送ることができるよう、保健、医療、福祉サービスが利用者本位の視点で、総合的・

一体的に提供されることが望まれる。 

 その実現のために、住民に最も身近な市町村単位で保健、医療、福祉包括ケアシステムを構築するこ

とが必要であり、管内市町村における包括ケアシステムの推進・充実に向けた取り組みに関して支援を

行っている。 
 
（１） 上十三地域橋渡し連携・パスネットワーク委員会 

 本委員会は、上十三地域の保健、医療、介護を必要とする状態の方が、住み慣れた地域

で、最後まで自分らしい人生を送るために適切なケアやサービスが受けられるよう、退院

調整や情報提供を行い、また、地域で療養されている方が医療機関に入院する場合にもス

ムーズに移行できるように、関係機関（医療機関と介護サービス事業者、行政など）の地

域連携担当者が連携を推進し、調整を行うことを目的としている。平成 25年度から十和田市

立中央病院が事務局となり、委員会を開催し、当総室は委員として参加している。 
 

ア 委員 19名 

 委員の所属は、十和田市立中央病院、十和田第一病院、公立野辺地病院、公立七戸病院、高松病院、

六戸町国民健康保険診療所、三沢市立三沢病院、メディカルコート八戸西病院、居宅介護支援事業所え

がお、十和田市高齢介護課、十和田市東地域包括支援センター、十和田市北地域包括支援センター、十

和田市西南地域包括支援センター、十和田市健康増進課、七戸町地域包括支援センター、六戸町地域包

括支援センター、東北町地域包括支援センター、上十三保健所 

 

イ 会議出席状況（3 回開催のうち、2 回出席） 

期 日 場 所 内 容 

平成 30年 6月 7日 
十和田市立中央病院  

本館 3階会議室 

脳卒中パスの運用について 

医療介護連携推進事業について 

情報提供 

平成 31年 2月 14日 
十和田市立中央病院  

本館3階 カンファレンス室31 
医療介護連携推進事業について 

 

 

（２） 介護予防事業及び市町村支援 

延べ１２回（十和田市５回、三沢市２回、野辺地町２回、六戸町１回、東北町２回） 

各市町村の地域ケア会議等へ委員として出席し支援した。 
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（３） 上十三保健所管内認知症地域連携促進事業 

 二次医療圏単位で、認知症に係る地域連携の課題の抽出や問題解決に向けた検討を行い、早期発見・早期

対応のための体制整備や医療・介護の連携を推進することを目的に開催した。 

会議名 期 日 場 所 内 容 出席者 

認知症地域 

支援検討会議 

平成 30年 

9月 13日 

JA十和田 

おいらせ農

業協同組合

本店 3階大

会議室 

(１)事例検討 

  認知症初期集中支援チームを活用した

事例等（六戸町、上十三保健所） 

(２)情報交換 

  効果的な認知症初期集中支援の実施に

向けて 

管内市町村、認

知症サポート

医、かかりつけ

医、高齢福祉保

険課職員等 

計 25名 

 

 

（４） 上十三圏域医療介護連携調整実証事業 

 入院している要介護（要支援）状態の方が医療機関を退院する際に、医療機関とケアマネジャーとの間で

着実な引継を行うために、医療機関、居宅介護支援事業所・小規模多機能型居宅介護事業所のケアマネジャ

ー、市町村（地域包括支援センター）が協議を重ね、平成 29年 3月に退院調整のためのルールを策定し、

それ以降モニタリングを実施している。 

会議名 期 日 場 所 内 容 出席者 

市町村担当者

等会議 

平成 30年 

7月 26日 

サン・ロイ

ヤルとわだ

1階いちょ

うの間 

(１) 検討事項 

・今年度の医療介護連携調整実証事業の進

め方 

・平成 30年度のスケジュールについて 

・病院・ケアマネアンケートについて 

（２）意見交換                        

在宅医療・介護連携推進事業の実施状況 

管内市町村、高

齢福祉保険課、

上北地域県民局

地域健康福祉部

福祉こども総室

職員等 

   計 24名 

病院・ケアマ

ネ協議 

平成 31年 

2月 26日 

十和田商工

会議所 5階

会議室 

（１）情報提供 

・今年度のスケジュールについて 

・上十三圏域における退院調整ルールモニ

タリング調査結果（医療機関対象、ケア

マネジャー対象）について 

・医療介護連携レポートについて 

（２）意見交換                        

   効果的な医療・介護連携に向けて 

管内医療機関、

ケアマネジャ

ー代表者、市町

村在宅医療・介

護連携推進事

業担当課及び

市町村地域包

括支援センタ

ー職員等 

計 45名 

二次医療圏単

位で在宅医

療・介護連携

体制の構築を

支援するため

の懇談会（県

医師会主催） 

平成 31年 

2月 26日 

十和田商工

会議所 5階

会議室 

報告事項 

（１）市町村の取組みについて 

（２）郡市医師会の取組みについて 

（３）その他 

管内市町村・地

域包括支援セ

ンター、県医師

会、郡市医師

会、高齢福祉保

険課職員等 

        計 23名 
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９ 人材育成 

 

（１） 管理栄養士学生実習 

大学名 実習期間 実習人数 

青森県立保健大学 

仙台白百合女子大学 
平成 30 年 6 月 25 日～6 月 29 日 5 日間 

2 人 

3 人 

 

 

（２） 初任期・新任期保健師研修 

 ｢青森県保健師活動指針｣に基づき、行政に働く保健師の役割を意識付けするとともに、

地域保健活動を展開するための基本的な意識及び技術を習得することを目的として、初任

期保健師研修（採用１年目）と、新任期保健師研修（採用２～５年目）に区分し研修を実

施した。 

 

ア 対象者   

  初任期保健師：三沢市３人、横浜町１人、東北町１人、六ケ所村１人、保健所１人  

  新任期保健師：十和田市２人、三沢市１人、野辺地町１人、七戸町１人、六戸町２人、

六ヶ所村１人、保健所２人 

イ 実施状況 

初任期保健師研修（４回） 

回数 期 日 内     容 参加者数 

1 
平成 30 年 

7 月 19 日 

・講話「地域における保健師活動について」 

・事例提供、グループワーク「地区診断の進め方」  

（新任期保健師研修合同） 

７人 

2 
平成 30 年 

9 月 27 日 
・乳幼児の運動発達（はまなす医療療育センター）  ７人 

3 
平成 30 年 

10 月 23 日 

・施設見学 障害者就労施設 

      フレンドリーホーム公立もくもっく 

・演習「地域診断を進めよう」 

７人 

4 
平成 31 年 

1 月 31 日 

・演習発表「担当地域の評価」 

・事例検討 

・講話「先輩保健師からのメッセージ‐皆さんに伝

えたいこと」 

 講師：七戸町社会生活課課長補佐 八嶋 昭子氏 

・意見交換 

（新任期保健師研修合同） 

６人 
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新任期保健師研修（２回） 

回数 期 日 内     容 参加者数 

1 
平成 30 年 

7 月 19 日 

・講話「地域における保健師活動について」 

・事例提供、グループワーク「地区診断の進め方」  

（初任期保健師研修合同） 

８人 

2 
平成 31 年 

1 月 31 日 

・演習発表「担当地域の評価」 

・事例検討 

・講話「先輩保健師からのメッセージ‐皆さんに伝

えたいこと」 

 講師：七戸町社会生活課課長補佐 八嶋 昭子氏 

・意見交換 

（初任期保健師研修合同） 

７人 

 

 

（３） 新任等保健師育成支援 

 保健所及び市町村の若手の保健師が行う保健活動について、行政機関で保健活動を経験

したことのある退職保健師がトレーナー保健師として直接支援し、「地域全体を見る能力」

「地域に暮らす人々や資源をつなぐ能力」「地域を動かす能力」等、保健師が有する専門

能力の向上を図ることにより、地域保健活動を活性化することを目的として実施した。  

 

ア 実施市町村（青森県新任等保健師育成支援事業） 

市町村名 対象 トレーナー保健師 
実施日数 

（評価会等含む） 

三沢市 １年目 ３人 
畑山 政子氏 

平塚美加子氏 
２４日 

横浜町 １年目 １人 濱中理智子氏 １８日 

東北町 １年目 １人 北山つね子氏 ２０日 

六ヶ所村 １年目  １人 澤谷 幸子氏 １８日 

 

イ 保健所保健師等育成支援事業 

対象 トレーナー保健師 
実施日数 

（評価会等含む） 

１年目 １人 田中 砦子氏 １７日 
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（４） 保健師連絡会議 

 管内保健師の資質の向上と保健師間の情報の共有を図り、連携を強化して管内の保健活動を推進すること

を目的に開催した。 

回数 期 日 内  容 参加者数 

１ 
平成 30年 

10月 5日 

①情報提供「県内の自殺対策計画策定状況について」 

②情報交換及び意見交換「管内市町村自殺対策計画  

策定の進捗状況」  

③研修伝達等情報提供「難病研修」「災害支援」  

市町村 14人 

保健所 5人 

２ 
平成 31年 

1月 28日 

①活動報告「十和田市の糖尿病対策」  

②情報提供「保険者努力支援制度」  

③情報交換  

市町村 28人 

保健所 6人 

 


